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17) 高崎一朗，田渕圭章，堀 岳史，中島正雄，カンワル エヘメド，趙 慶利，小川良平，近藤 隆： マイルドハイパーサーミア
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26) 近藤 隆： 超音波による薬物効果増強システムの開発．日本超音波医学会第 80 回学術集会 新技術開発セッション，2007，
5，18-20, 鹿児島． 
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31) 平岡和佳子，本田秀美，フェリルロリト，工藤信樹，近藤 隆： 光動力学療法および音響化学療法における細胞致死効果の
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ンによる熱ショック蛋白質の誘導と遺伝子発現の変化. 富山大学 21 世紀ＣＯＥプログラム, 東洋の知に立脚した個の医
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